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河川関係の評価項目調書





【様式 1】 

河川事業の事後評価項目調書 

事業名（箇所名） 天神
てんじん

川
がわ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 天神川直轄管理区間内 

当 該 基 準 事業（箇所）完了後５年以内の事業 

事 業 諸 元 【水辺整備】 

①下福田
し も ふ く だ

箇所（高城
たかしろ

水辺
み ず べ

の楽校
がっこう

）［H10 年度］ 

坂路、管理用通路、河道整正 

②大鳥居
お お と り い

箇所（関金
せきがね

水辺
み ず べ

の楽校
がっこう

）[H10 年度] 

階段護岸、坂路、ワンド 

③若土
わかつち

箇所（上小鴨
か み お が も

水辺
み ず べ

の楽校
がっこう

）［H12 年度］ 

緩傾斜盛土、階段護岸、広場等 

④大塚
おおつか

箇所［H12 年度］ 

緩傾斜盛土、高水敷整正、親水護岸 

⑤大江
お お え

箇所［H12 年度］ 

緩傾斜盛土、親水護岸、坂路等 

⑥大瀬
お お ぜ

箇所（大瀬
お お ぜ

水辺
み ず べ

の楽校
がっこう

）［H10～H14 年度］ 

階段護岸、高水敷整正、階段、坂路 

⑦上井
あ げ い

箇所（河北
か ほ く

水辺
み ず べ

の楽校
がっこう

）［H15～H16 年度］ 

散策路、坂路、水辺アプローチ施設等 

⑧倉吉
くらよし

箇所［H17 年度］ 

樹木等伐採、高水敷整正、散策路 

【自然再生】 

⑨小鴨川環境整備［H18～H21 年度］

低水流路整正、樹木等伐採 

事 業 期 間 平成 10 年度～平成 2６年度 

総 事 業 費 11.5 億円 

目 的 ・ 必 要 性 天神川水系は鳥取県中部に位置し、流域の東西南部は中国地方最高峰の大山から

連なる 1,000m を越える中国山地の山々に囲まれている。その源は三朝町の津黒

山に発し、倉吉市において小鴨川と合流後、日本海にそそぐ幹川流路延長 32km、

流域面積 490km2 を有する水系である。小鴨川との合流点より下流部では、倉吉

市の市街地を流下し、低水路内を澪筋が蛇行している。その上流部では、宅地と農

地が点在する区間を流下し、一部には山付け区間もみられる。高水敷も整備され、

河川利用が活発であり、アユ釣りも盛んである。 

【水辺整備】 

周辺には豊かな自然が見られるが、水の通り道の固定化等により水辺との段差

があるため、安心して水辺に近づくことができなかった。また、河川敷や河川内

に樹木や植生が繁茂しており、水辺に近づくことが困難であった。さらに、地域

と河川との関係が薄れており、子供達が安心して水辺とふれあえる場所が不足し

ていた。そこで、利用者が安全に水辺空間を利用できるように坂路、管理用通路、

階段護岸、ワンド、緩傾斜の堤防、高水敷整正、親水護岸、散策路等の整備を行

った。 

【自然再生】 

川の中に樹木が繁茂すると樹木が生えている箇所は水が流れにくくなり、水は

樹木のない箇所へ流れるため、水が流れにくい箇所ではさらに樹林化が進行し、

水が流れる所は流水により川底が掘り下げられ、水が流れるところが限定されて

しまう。（流路の固定化）結果、以前の礫河原が無くなり、礫河原で生息してい

た動植物が減少していた。そこで、天神川本来の礫河原を再生し、天神川固有の

生態系の再生や河川景観を復元することを目的に、低水路整備、樹木等伐採を行

った。 
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便 益 の 主 な 根 拠 【水辺整備】 ＴＣＭ 

年間利用者数の増加 ＝ 2,956,465 人 

（アンケート結果による利用頻度から算定した年間利用者数の整備前後の差） 

【自然再生】 ＣＶＭ 

支払い意思額 ＝ 349 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 10,506 世帯 

費用対効果分析の 

算定根拠となった 

要 因 の 変 化 

総合水系

環境整備

事業 
事業費 整備期間 便益計測手法 

当初 － － － 

事後 1,152 百万円 平成 10 年度～平成 21 年度 ＴＣＭ/CVM 

Ｂ:総便益

（億円）

Ｃ:総費用

（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ
（億円）

ＥＩＲＲ 

（％） 

基準年度 

当初 － － － － － － 

事後 80.7 19.7 4.1 61.0 19.3 平成 26 年度

事業効果の発現状況 【水辺整備】 

≪下福田箇所（高城水辺の楽校）≫ 

・広い河原を活用した地域のイベントや、環境学習などが実施されている。スロー

プや散策路を整備し、水辺に親しみやすい施設として整備している。 

≪大鳥居箇所（関金水辺の楽校）≫ 

・階段護岸、坂路、ワンドが整備され、安全に利用でき、地元小学校の環境学習や

地域イベント等に利用されている。 

≪若土箇所（上小鴨水辺の楽校）≫ 

・総合学習の場や子供たちの遊び場、地域のイベントの拠点として利用されている。

階段護岸や緩傾斜盛土を整備して水辺に近づきやすくしている他、広場なども整

備している。 

≪大塚箇所≫ 

・坂路や管理用通路が近くにあり、安全に利用でき、緩傾斜の堤防により、水辺に

近づきやすくなっている。 

≪大江箇所≫ 

・坂路や管理用通路が近くにあり、安全に利用でき、緩傾斜の堤防により、水辺に

近づきやすくなっている。 

≪大瀬箇所（大瀬水辺の楽校）≫ 

・階段護岸や坂路等が近くにあり、安全に利用でき、地元小学校の環境学習や地域

イベント等に利用されている。 

≪上井箇所（河北水辺の楽校）≫ 

・河口域の豊かな自然を活かして、総合学習の場や子供たちの遊び場として利用さ

れている。ここでも、散策路やスロープ、水辺へのアプローチ施設を整備して水

辺に親しみやすい施設としている。 

≪倉吉箇所≫ 

・河川敷や散策路が整備され、安全に利用でき、地元小学校の環境学習や地域イベ

ント等に利用されている。 

【自然再生】 

≪小鴨川環境整備≫ 

・低水路（普段、水が流れる場所）整備、樹木等伐採を行うことによって、礫河原

が復元され、以前礫河原で見られた動植物（イカルチドリ等）が確認された。 

事 業 実 施 に よ る 

環 境 の 変 化 

・水辺整備については、散策などの日常利用の他、環境学習やイベントが実施され、

地域振興の利用がなされている。 

・自然再生については、礫河原が再生され、固有の生態系が見られるようになった。

社会経済情勢の変化 ・整備箇所では、住民、自治体も連携した除草、清掃等のボランティア活動をはじ

め、上中下流の交流を活発化し、地域の歴史・文化を活かした特色ある流域づく

りのための活動内容が、天神川流域会議のホームページで広く紹介されている。
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今 後 の 事 後 評 価 

の 必 要 性 

・水辺整備の各事業箇所の完了後には環境学習や地域イベント等に活用され、自然

再生の事業箇所でも河川景観の復元や礫河原の再生、礫河原特有の鳥類の生息等

が確認されるなど事業効果が発言しており、今後の事後評価の必要性はないもの

と判断される。 

改善措置の必要性 ・当初想定した事業効果が発現され、今後も多くの人々に様々な活動で利用される

ことが期待されるとともに、住民や自治体も連携した清掃、除草活動も実施され

ており、今後も事業効果は十分に持続していくものと考えられる。 

・以上から、改善措置の必要はないものと考えられる。 

同種事業の計画・調

査のあり方または事

業評価手法の見直し

の必要性 

・当該事業に関わる事業評価手法については妥当と考えられ、見直しの必要はない

ものと考えられる。  

・今後も評価実績を蓄積していくとともに、評価技術の向上等を踏まえつつ必要に

応じて改善を図っていく。 
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辺
の

楽
校

）
倉

吉
市

H
1

0
　

坂
路

、
管

理
用

通
路

、
河

道
整

正
4

0
T

C
M

小
鴨

川
大

鳥
居

箇
所

（
関

金
水

辺
の

楽
校

）
倉

吉
市

H
1

0
　

階
段

護
岸

、
坂

路
、

ワ
ン

ド
4

0
T

C
M

小
鴨

川
若

土
箇

所
（

上
小

鴨
水

辺
の

楽
校

）
倉

吉
市

H
1

2
　

緩
傾

斜
盛

土
、

階
段

護
岸

、
広

場
等

1
1

8
T

C
M

天
神

川
大

塚
箇

所
倉

吉
市

H
1

2
　

緩
傾

斜
盛

土
、

高
水

敷
整

正
、

親
水

護
岸

1
9

7
T

C
M

小
鴨

川
大

江
箇

所
倉

吉
市

H
1

2
　

緩
傾

斜
盛

土
、

親
水

護
岸

、
坂

路
等

1
7

1
T

C
M

三
徳

川
大

瀬
箇

所
（

大
瀬

水
辺

の
楽

校
）

三
朝

町
H

1
0

～
H

1
4

　
階

段
護

岸
、

高
水

敷
整

正
、

階
段

、
坂

路
等

2
2

8
T

C
M

天
神

川
上

井
箇

所
（

河
北

水
辺

の
楽

校
）

倉
吉

市
H

1
5

～
H

1
6

　
散

策
路

、
坂

路
、

水
辺

ア
プ

ロ
ー

チ
施

設
等

1
4

6
T

C
M

小
鴨

川
倉

吉
箇

所
倉

吉
市

H
1

7
　

樹
木

等
伐

採
、

高
水

敷
整

正
、

散
策

路
7

0
T

C
M

自
然

再
生

小
鴨

川
小

鴨
川

環
境

整
備

倉
吉

市
H

1
8

～
H

2
1

　
低

水
流

路
整

正
、

樹
木

等
伐

採
1

4
2

C
V

M

事
後

評
価

水
辺

整
備

評
価

区
分

分
類

河
川

名
N

o
.

事
業

名
市

町
事

業
費

（
百

万
円

）
計

測
手

法
事

業
年

度
事

業
内

容

７６５４ ９８３２１

若
土
箇
所

小
鴨
川

環
境
整
備

7



整
備

目
的

：
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
な

ど
、

水
辺

利
用

者
が

安
全

に
水

辺
空

間
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

坂
路

、
管

理
用

通
路

、
河

道
の

整
備

を
行

う
。

背
景

と
効

果
：

整
備

前
は

河
川

敷
や

河
川

内
に

樹
木

や
植

生
が

繁
茂

し
て

お
り

、
水

辺
に

近
づ

く
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
地

域
と

河
川

と
の

関
係

が
薄

れ
て

お
り

、
子

供
達

が
安

心
し

て
水

辺
と

ふ
れ

あ
え

る
場

所
が

不
足

し
て

い
た

。
整

備
は

平
成

1
0

年
に

完
了

し
、

現
在

は
広

い
河

原
が

特
徴

で
、

芝
の

広
場

で
は

グ
ラ

ン
ド

ゴ
ル

フ
大

会
等

の
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

が
行

わ
れ

て
い

る
。

整
備

内
容

：
坂

路
、

管
理

用
通

路
、

河
道

整
正

事
業

費
：

4
0

百
万

円

①
【

水
辺

整
備

】
下

福
田

箇
所

（
高

城
水

辺
の

楽
校

）
H

1
0

4
-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

【
整

備
前

】
【

整
備

後
】

・
坂

路
や

管
理

用
通

路
が

近
く

に
あ

り
、

安
全

に
利

用
で

き
る

。
・

地
元

小
学

校
の

環
境

学
習

や
地

域
イ

ベ
ン

ト
等

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

・
水

辺
に

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

。
・

坂
路

や
通

路
が

近
く

に
な

く
、

水
辺

を
安

全
に

利
用

で
き

な
い

。

下
福

田
箇

所
（

高
城

水
辺

の
楽

校
）

3
4

5
0

高
城

小
学

校

高
城

郵
便

局

1
1

1

2

2

し
も

ふ
く

だ
た

か
し

ろ

8



整
備

目
的

：
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
な

ど
、

水
辺

利
用

者
が

安
全

に
水

辺
空

間
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

階
段

護
岸

、
坂

路
、

ワ
ン

ド
の

整
備

を
行

う
。

背
景

と
効

果
：

川
の

中
に

堤
防

が
あ

り
、

堤
防

の
内

側
が

湿
地

帯
と

な
っ

て
い

た
た

め
、

整
備

前
は

河
川

敷
や

河
川

内
に

樹
木

や
植

生
が

繁
茂

し
て

お
り

、
水

辺
に

近
づ

く
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
地

域
と

河
川

と
の

関
係

が
薄

れ
て

お
り

、
子

供
達

が
安

心
し

て
水

辺
と

ふ
れ

あ
え

る
場

所
が

不
足

し
て

い
た

。
整

備
は

平
成

1
0

年
に

完
了

し
、

現
在

は
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
等

が
行

わ
れ

て
い

る
。

整
備

内
容

：
階

段
護

岸
、

坂
路

、
ワ

ン
ド

事
業

費
：

4
0

百
万

円

②
【

水
辺

整
備

】
大

鳥
居

箇
所

（
関

金
水

辺
の

楽
校

）
H

1
0

4
-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

【
整

備
後

】
【

整
備

前
】

・
水

辺
に

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

。
・

坂
路

や
通

路
が

近
く

に
な

く
、

水
辺

を
安

全
に

利
用

で
き

な
い

。
・

階
段

護
岸

、
坂

路
、

ワ
ン

ド
が

整
備

さ
れ

、
安

全
に

利
用

で
き

る
。

・
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
や

地
域

イ
ベ

ン
ト

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

大
鳥

居
箇

所
（

関
金

水
辺

の
楽

校
）

3
1
3

4
5

関
金

小
学

校

宝
製

菓
関

金
工

場

倉
吉

市
役

所
関

金
庁

舎

2

2

1

お
お

と
り

い
せ

き
が

ね

1
1

9



整
備

目
的

：
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
な

ど
、

水
辺

利
用

者
が

安
全

に
水

辺
空

間
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

緩
傾

斜
の

堤
防

、
階

段
護

岸
、

広
場

等
の

整
備

を
行

う
。

背
景

と
効

果
：

整
備

前
は

河
川

敷
や

河
川

内
に

樹
木

や
植

生
が

繁
茂

し
て

お
り

、
水

辺
に

近
づ

く
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
地

域
と

河
川

と
の

関
係

が
薄

れ
て

お
り

、
子

供
達

が
安

心
し

て
水

辺
と

ふ
れ

あ
え

る
場

所
が

不
足

し
て

い
た

。
湿

地
や

た
ま

り
の

あ
る

小
鴨

川
の

自
然

を
活

か
し

て
、

平
成

1
2

年
に

完
成

し
た

。
現

在
は

水
生

生
物

に
よ

る
水

質
調

査
等

、
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
等

、
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
整

備
内

容
：

緩
傾

斜
盛

土
、

階
段

護
岸

、
広

場
等

事
業

費
：

1
1

8
百

万
円

③
【

水
辺

整
備

】
若

土
箇

所
（

上
小

鴨
水

辺
の

楽
校

）
H

1
2

4
-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

【
整

備
後

】
【

整
備

前
】

・
水

辺
に

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

。
・

坂
路

や
通

路
が

近
く

に
な

く
、

水
辺

を
安

全
に

利
用

で
き

な
い

。

・
緩

傾
斜

の
堤

防
や

広
場

等
が

近
く

に
あ

り
、

安
全

に
利

用
で

き
る

。
・

地
元

小
学

校
の

環
境

学
習

や
地

域
イ

ベ
ン

ト
等

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
・

自
然

環
境

に
配

慮
さ

れ
た

空
間

と
な

っ
て

お
り

、
水

辺
の

散
策

や
生

き
物

の
観

察
が

で
き

る
。

若
土

箇
所

（
上

小
鴨

水
辺

の
楽

校
）

1
2

3
1
3

3
0
9

上
小

鴨
小

学
校

12

1

わ
か

つ
ち

か
み

お
が

も

10



整
備

目
的

：
水

辺
利

用
者

が
安

全
に

水
辺

空
間

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
緩

傾
斜

の
堤

防
、

高
水

敷
整

正
、

親
水

護
岸

の
整

備
を

行
う

。
背

景
と

効
果

：
整

備
前

は
、

河
川

敷
や

河
川

内
に

樹
木

や
植

生
が

繁
茂

し
て

お
り

、
水

辺
に

近
づ

く
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
倉

吉
市

街
地

に
近

い
に

も
関

わ
ら

ず
、

地
域

と
河

川
と

の
関

係
も

薄
れ

て
お

り
、

地
域

住
民

が
水

辺
と

ふ
れ

あ
え

る
場

所
が

不
足

し
て

い
た

。
整

備
は

平
成

1
2

年
に

完
了

し
、

現
在

は
広

い
河

原
が

特
徴

で
、

散
策

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

整
備

内
容

：
緩

傾
斜

盛
土

、
高

水
敷

整
正

、
親

水
護

岸
事

業
費

：
1

9
7

百
万

円

④
【

水
辺

整
備

】
大

塚
箇

所
H

1
24
-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

・
坂

路
や

管
理

用
通

路
が

近
く

に
あ

り
、

安
全

に
利

用
で

き
る

。
・

緩
傾

斜
の

堤
防

に
よ

り
、

水
辺

に
近

づ
き

や
す

く
な

っ
て

い
る

。

【
整

備
中

】
【

整
備

後
】

・
坂

路
や

通
路

が
近

く
に

な
く

、
水

辺
を

安
全

に
利

用
で

き
な

い
。

1

大
塚

箇
所

1
6
1

倉
吉

警
察

署

2 1

2
1

お
お

つ
か

11



整
備

目
的

：
水

辺
利

用
者

が
安

全
に

水
辺

空
間

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
緩

傾
斜

の
堤

防
、

親
水

護
岸

、
坂

路
等

の
整

備
を

行
う

。
背

景
と

効
果

：
整

備
前

は
河

川
敷

や
河

川
内

に
樹

木
や

植
生

が
繁

茂
し

て
お

り
、

水
辺

に
近

づ
く

こ
と

が
困

難
で

あ
っ

た
。

さ
ら

に
、

地
域

と
河

川
と

の
関

係
も

薄
れ

て
お

り
、

子
供

達
が

安
心

し
て

水
辺

と
ふ

れ
あ

え
る

場
所

が
不

足
し

て
い

た
。

整
備

は
平

成
1

2
年

に
完

了
し

、
ス

ロ
ー

プ
等

に
よ

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
な

空
間

が
特

徴
的

で
あ

る
。

現
在

は
環

境
学

習
や

散
策

等
、

広
く

利
用

さ
れ

て
い

る
。

整
備

内
容

：
緩

傾
斜

盛
土

、
親

水
護

岸
、

坂
路

等
事

業
費

：
1

7
1

百
万

円

⑤
【

水
辺

整
備

】
大

江
箇

所
H

1
24

-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

【
整

備
前

】
【

整
備

後
】

・
水

辺
に

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

。
・

坂
路

や
通

路
が

近
く

に
な

く
、

水
辺

を
安

全
に

利
用

で
き

な
い

。

・
坂

路
や

管
理

用
通

路
が

近
く

に
あ

り
、

安
全

に
利

用
で

き
る

。
・

緩
傾

斜
の

堤
防

に
よ

り
、

水
辺

に
近

づ
き

や
す

く
な

っ
て

い
る

。

1
2

3
1
3

大
江

箇
所

3
8

小
鴨

小
学

校

倉
吉

養
護

学
校

1
2

お
お

え
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2
1

1
7
9

大
瀬

箇
所

（
大

瀬
水

辺
の

楽
校

）西
小

学
校

三
朝

町
役

場

三
朝

中
学

校

わかとり大橋

整
備

目
的

：
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
な

ど
、

水
辺

利
用

者
が

安
全

に
水

辺
空

間
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

階
段

護
岸

、
河

川
敷

、
階

段
、

坂
路

等
の

整
備

を
行

う
。

背
景

と
効

果
：

整
備

前
は

河
川

敷
や

河
川

内
に

樹
木

や
植

生
が

繁
茂

し
て

お
り

、
水

辺
に

近
づ

く
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
三

朝
町

中
心

部
に

近
い

に
も

関
わ

ら
す

、
地

域
と

河
川

と
の

関
係

が
薄

れ
て

お
り

、
地

域
住

民
等

が
水

辺
と

ふ
れ

あ
え

る
場

所
が

不
足

し
て

い
た

。
三

朝
町

の
関

連
事

業
と

も
連

携
し

、
整

備
は

平
成

1
4

年
に

完
了

し
た

。
ホ

タ
ル

や
カ

ジ
カ

ガ
エ

ル
が

生
息

す
る

美
し

い
川

で
、

地
域

の
人

々
に

と
て

も
親

し
ま

れ
て

い
る

と
と

も
に

、
子

供
達

の
環

境
学

習
等

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
整

備
内

容
：

階
段

護
岸

、
高

水
敷

整
正

、
階

段
、

坂
路

等
事

業
費

：
2

2
8

百
万

円

⑥
【

水
辺

整
備

】
大

瀬
箇

所
（

大
瀬

水
辺

の
楽

校
）

H
1

0
～

H
1

4

4
-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

【
整

備
前

】

・
水

辺
に

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

。
・

坂
路

や
通

路
が

近
く

に
な

く
、

水
辺

を
安

全
に

利
用

で
き

な
い

。

【
整

備
後

】

・
階

段
護

岸
や

坂
路

等
が

近
く

に
あ

り
、

安
全

に
利

用
で

き
る

。
・

地
元

小
学

校
の

環
境

学
習

や
地

域
イ

ベ
ン

ト
等

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

1
2

1
2

お
お

ぜ
お

お
ぜ
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1
7
9

1
6
1

倉
吉

駅

河
北

小
学

校

伯
耆

し
あ

わ
せ

の
郷

上
井

箇
所

（
河

北
水

辺
の

楽
校

）

天 神 川

整
備

目
的

：
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
な

ど
、

水
辺

利
用

者
が

安
全

に
水

辺
空

間
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

、
散

策
路

、
坂

路
等

の
整

備
を

行
う

。
背

景
と

効
果

：
整

備
前

は
河

川
敷

や
河

川
内

に
樹

木
や

植
生

が
繁

茂
し

て
お

り
、

水
辺

に
近

づ
く

こ
と

が
困

難
で

あ
っ

た
。

さ
ら

に
、

地
域

と
河

川
と

の
関

係
が

薄
れ

て
お

り
、

子
供

達
が

安
心

し
て

水
辺

と
ふ

れ
あ

え
る

場
所

が
不

足
し

て
い

た
。

整
備

は
平

成
1

6
年

度
に

完
了

し
、

現
在

は
広

い
河

原
が

特
徴

で
、

サ
ッ

カ
ー

等
の

ス
ポ

ー
ツ

が
行

わ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
湿

地
帯

を
散

策
で

き
る

遊
歩

道
を

利
用

し
た

環
境

学
習

が
行

わ
れ

て
い

る
。

整
備

内
容

：
散

策
路

、
坂

路
、

水
辺

ア
プ

ロ
ー

チ
施

設
等

事
業

費
：

1
4

6
百

万
円

⑦
【

水
辺

整
備

】
上

井
箇

所
（

河
北

水
辺

の
楽

校
）

H
1

5
～

H
1

6

4
-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

【
整

備
前

】

・
水

辺
に

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

。
・

坂
路

や
通

路
が

近
く

に
な

く
、

水
辺

を
安

全
に

利
用

で
き

な
い

。

【
整

備
後

】

・
散

策
路

や
坂

路
等

が
近

く
に

あ
り

、
安

全
に

利
用

で
き

る
。

・
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
や

地
域

イ
ベ

ン
ト

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

1
2

1

2

あ
げ

い
か

ほ
く
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2
0
5

1
6
1

倉
吉

箇
所

3
1
3

鳥
取

県
中

部
医

師
会

付
属

倉
吉

看
護

高
等

専
修

学
校

倉
吉

パ
ー

ク
ス

ク
エ

ア

倉
吉

市
役

所

整
備

目
的

：
水

辺
利

用
者

が
安

全
に

水
辺

空
間

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
樹

木
等

伐
採

、
河

川
敷

、
散

策
路

の
整

備
を

行
う

。
背

景
と

効
果

：
整

備
前

は
河

川
敷

や
河

川
内

に
樹

木
や

植
生

が
繁

茂
し

て
お

り
、

水
辺

に
近

づ
く

こ
と

が
困

難
で

あ
っ

た
。

さ
ら

に
、

倉
吉

市
中

心
部

に
近

い
に

も
関

わ
ら

ず
、

地
域

と
河

川
と

の
関

係
が

薄
れ

て
お

り
、

地
域

住
民

等
が

安
心

し
て

水
辺

と
ふ

れ
あ

え
る

場
所

が
不

足
し

て
い

た
。

整
備

は
平

成
1

7
年

度
に

完
了

し
た

。
現

在
は

、
地

域
住

民
や

観
光

客
の

散
策

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

整
備

内
容

：
樹

木
等

伐
採

、
高

水
敷

整
正

、
散

策
路

事
業

費
：

7
0

百
万

円

⑧
【

水
辺

整
備

】
倉

吉
箇

所
H

1
74

-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

【
整

備
前

】
【

整
備

後
】

・
水

辺
に

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

。
・

坂
路

や
通

路
が

近
く

に
な

く
、

水
辺

を
安

全
に

利
用

で
き

な
い

。
・

河
川

敷
や

散
策

路
が

整
備

さ
れ

、
安

全
に

利
用

で
き

る
。

2

2

1
1

1

く
ら

よ
し
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3
0
9

小
鴨

川
環

境
整

備

3
1
3上

小
鴨

小
学

校

倉
吉

上
小

鴨
郵

便
局

整
備

目
的

：
天

神
川

本
来

の
礫

河
原

を
再

生
し

、
天

神
川

固
有

の
生

態
系

の
再

生
や

河
川

景
観

を
復

元
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

低
水

路
整

備
、

樹
木

等
伐

採
を

行
う

。
背

景
と

効
果

：
川

の
中

に
樹

木
が

繁
茂

し
、

樹
木

が
生

え
て

い
る

箇
所

で
は

水
が

流
れ

に
く

く
な

り
、

土
砂

が
堆

積
し

て
い

た
。

ま
た

、
当

該
箇

所
で

は
更

に
樹

林
化

が
進

行
し

、
水

が
流

れ
る

所
は

河
床

が
掘

り
下

げ
ら

れ
、

流
路

が
固

定
化

さ
れ

て
い

た
。

そ
の

結
果

、
以

前
の

礫
河

原
が

減
少

し
、

礫
河

原
を

生
息

、
生

育
、

繁
殖

環
境

と
し

て
い

た
動

植
物

に
影

響
が

出
て

い
た

。
整

備
は

平
成

2
1

年
度

に
完

了
し

、
そ

の
後

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

よ
り

、
礫

河
原

特
有

の
動

植
物

が
確

認
さ

れ
た

。
整

備
内

容
：

低
水

流
路

整
正

、
樹

木
等

伐
採

事
業

費
：

1
4

2
百

万
円

⑨
【

自
然

再
生

】
小

鴨
川

環
境

整
備

H
1

8
～

H
2

1

4
-
1

．
整

備
内

容
（

事
後

評
価

）

【
整

備
後

】

・
礫

河
原

が
見

ら
れ

る
。

【
整

備
前

】

・
樹

林
化

が
進

行
し

、
礫

河
原

が
見

ら
れ

な
い

。

【
礫

河
原

の
再

生
】

①
河

川
内

の
樹

林
伐

採
、

②
砂

州
な

ど
溜

ま
っ

た
土

砂
の

撤
去

を
行

い
、

礫
河

原
の

景
観

を
復

元
し

、
礫

河
原

の
生

態
系

を
守

り
ま

す
。

1
2

1

2

お
が

も
が

わ
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2022242628303234

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

H5
H9

H1
2

H1
5

H1
8

H
21

（
℃

）

利用者数（千人）

天
神

川
年

間
利

用
者

数
（
河

川
空

間
利

用
実

態
調

査
）

倉
吉

箇
所

8月
の

日
最

高
、

平
均

気
温

ス
ポ

ー
ツ

釣
り

水
遊

び

散
策

な
ど

最
高

気
温

平
均

気
温

【
水

辺
整

備
】

・
事

業
実

施
箇

所
で

は
、

散
策

、
景

観
鑑

賞
、

環
境

学
習

・
体

験
の

場
な

ど
の

た
め

の
利

用
が

な
さ

れ
て

い
る

。

4
-
2

．
事

業
効

果
の

発
現

状
況

（
利

用
状

況
①

）

下
福

田
箇

所

大
瀬

箇
所

大
鳥

居
箇

所

若
土

箇
所

大
塚

箇
所

上
井

箇
所

大
江

箇
所

倉
吉

箇
所

①
下

福
田

箇
所

②
大

鳥
居

箇
所

③
若

土
箇

所
④

大
塚

箇
所

⑤
大

江
箇

所

⑥
大

瀬
箇

所

⑦
上

井
箇

所
⑧

倉
吉

箇
所

・
天

神
川

に
お

け
る

河
川

空
間

の
利

用
者

は
、

平
成

9
年

以
降

、
河

川
環

境
整

備
事

業
の

進
展

と
と

も
に

増
加

傾
向

に
あ

る
。

平
成

1
8

年
の

年
間

推
定

利
用

者
総

数
は

約
3

1
万

人
で

あ
っ

た
。

・
平

成
2

1
年

、
特

に
夏

場
は

、
気

象
庁

倉
吉

箇
所

の
8

月
の

気
温

デ
ー

タ
か

ら
も

、
例

年
よ

り
気

温
が

低
く

、
平

成
1

8
年

と
は

約
２

℃
も

差
が

あ
り

、
年

間
推

定
利

用
者

数
が

減
少

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。

・
整

備
箇

所
の

利
用

形
態

と
し

て
は

、
河

川
空

間
利

用
実

態
調

査
の

結
果

か
ら

、
全

体
的

に
は

散
策

や
ス

ポ
ー

ツ
で

の
利

用
者

が
多

く
、

具
体

的
に

は
、

右
の

写
真

の
よ

う
に

環
境

学
習

や
グ

ラ
ン

ド
ゴ

ル
フ

、
ジ

ョ
ギ

ン
グ

な
ど

で
の

利
用

が
見

受
け

ら
れ

た
。

・
今

後
は

、
地

域
住

民
や

関
係

機
関

、
更

に
流

域
外

の
方

々
へ

も
天

神
川

の
良

好
な

自
然

環
境

の
状

況
、

河
川

環
境

に
関

す
る

各
種

取
組

を
紹

介
す

る
こ

と
で

環
境

学
習

や
出

前
講

座
等

の
啓

発
活

動
を

行
う

と
と

も
に

、
河

川
空

間
利

用
の

促
進

を
図

る
こ

と
と

す
る

。
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・
整

備
箇

所
で

は
、

「
環

境
学

習
・

自
然

体
験

・
憩

い
の

空
間

」
と

し
て

親
し

ま
れ

て
お

り
、

水
辺

の
楽

校
な

ど
で

、
水

遊
び

、
魚

の
つ

か
み

取
り

、
マ

ラ
ソ

ン
大

会
な

ど
の

地
域

の
特

色
あ

る
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
活

動
は

、
子

供
た

ち
の

自
然

を
学

ぶ
活

動
の

場
、

地
域

の
方

々
の

交
流

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

活
動

を
通

じ
て

、
地

域
住

民
の

河
川

へ
の

関
心

や
河

川
愛

護
に

対
す

る
意

識
が

高
ま

り
、

現
在

も
生

物
調

査
、

河
川

清
掃

、
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
多

数
の

参
加

者
が

見
ら

れ
る

。

4
-
2

．
事

業
効

果
の

発
現

状
況

（
利

用
状

況
②

）

＜
水

生
生

物
に

よ
る

水
質

調
査

＞
※

大
瀬

、
河

北
、

高
城

水
辺

の
楽

校

＜
三

朝
西

小
で

の
清

掃
活

動
の

状
況

＞
※

授
業

の
一

環
と

し
て

実
施

＜
三

朝
西

小
の

マ
ラ

ソ
ン

大
会

＞
平

成
1

7
年

～
※

大
瀬

水
辺

の
楽

校
・

散
策

路
（

平
成

1
4

年
度

完
成

）

＜
P

T
A

や
公

民
館

主
催

に
よ

る
地

域
住

民
で

の
一

斉
清

掃
の

状
況

＞

＜
マ

ス
つ

か
み

大
会

＞
平

成
1

5
年

～
※

関
金

水
辺

の
楽

校
（

平
成

1
0

年
度

完
成

）
＜

筏
レ

ー
ス

大
会

）
＞

平
成

1
0

年
～

※
高

城
水

辺
の

楽
校

（
平

成
1

0
年

度
完

成
）

整
備

拠
点

を
活

用
し

た
環

境
学

習
や

体
験

学
習

な
ど

が
開

催
さ

れ
、

小
学

生
や

中
学

生
が

積
極

的
に

参
加

し
て

い
る

。

地
域

住
民

等
が

多
数

参
加

す
る

イ
ベ

ン
ト

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

市
民

と
協

力
し

た
河

川
敷

の
ク

リ
ー

ン
ア

ッ
プ

な
ど

、
河

川
愛

護
活

動
が

積
極

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

024681012

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

H1
3
H1

4
H1

5
H1

6
H1

7
H1

8
H1

9
H2

0
H2

1
H
22

H
23

H
24

H
25

H2
6

調査地点数

参加人数（人）

参
加

人
数

調
査

地
点

数

水
生

生
物

に
よ

る
簡

易
水

質
調

査
の

参
加

人
数

05101520

05101520

H
14

H
15

H
16

H1
7

H
18

H1
9

H
20

H2
1

H
22

H2
3

H
24

（m3）

（台）

粗
大

ご
み

、
不

法
投

棄
廃

棄
物

系
（
台

）

家
庭

ご
み

系
（
m
3）

粗
大

ご
み

、
不

法
投

棄
廃

棄
物

系
（
m
3）

H
1

4
～

H
1

9
…

そ
れ

ぞ
れ

4
月

～
9

月
の

不
法

投
棄

廃
棄

物
数

（
台

数
）

（
テ

レ
ビ

、
冷

蔵
庫

、
洗

濯
機

、
エ

ア
コ

ン
、

そ
の

他
の

家
電

、
自

動
車

、
オ

ー
ト

バ
イ

、
自

転
車

の
台

数
、

及
び

建
築

廃
材

）

H
2

0
～

2
4

…
家

庭
ご

み
系

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
、

容
器

包
装

、
紙

ご
み

等
）

（
m

3
）

…
粗

大
ご

み
、

不
法

投
棄

廃
棄

物
系

（
タ

イ
ヤ

、
自

動
車

、
家

電
、

建
築

廃
材

等
）

（
m

3
）

18



・
平

成
26

年
に

実
施

し
た

「
川

の
通

信
簿

」
で

は
、

高
城

水
辺

の
楽

校
、

上
小

鴨
水

辺
の

楽
校

、
大

瀬
水

辺
の

楽
校

、
河

北
水

辺
の

楽
校

に
お

い
て

四
つ

星
（

☆
☆

☆
☆

）
の

評
価

が
得

ら
れ

、
平

成
18

年
以

降
、

評
価

は
向

上
し

て
い

る
。

4
-
2

．
事

業
効

果
の

発
現

状
況

（
地

域
の

事
業

に
対

す
る

評
価

等
）

☆
☆

☆
☆

下
福

田
（

高
城

水
辺

の
楽

校
）

☆
☆

☆
☆

若
土

（
上

小
鴨

水
辺

の
楽

校
）

☆
☆

☆
☆

上
井

（
河

北
水

辺
の

楽
校

）

川
の

通
信

簿
（

平
成

2
6

年
度

）

シ
モ

フ
ク

ダ
タ

カ
シ

ロ

ワ
カ

ツ
チ

カ
ミ

オ
ガ

モ

ア
ゲ

イ
カ

ホ
ク

☆
☆

☆
☆

大
瀬

（
大

瀬
水

辺
の

楽
校

）
オ

オ
ゼ

オ
オ

ゼ

H
1

8
H

2
1

H
2

6

河
北

水
辺

の
楽

校
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

大
瀬

水
辺

の
楽

校
－

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

上
小

鴨
水

辺
の

楽
校

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

高
城

水
辺

の
楽

校
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

河
川

空
間

（
公

園
や

親
水

施
設

、
自

然
等

）
の

現
状

に
つ

い
て

、
市

民
団

体
と

行
政

と
の

共
同

作
業

で
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
利

用
者

の
視

点
か

ら
満

足
度

を
評

価
す

る
も

の
。

川
の

通
信

簿
と

は

○
高

城
水

辺
の

楽
校

（
☆

☆
☆

☆
）

・
水

が
き

れ
い

で
、

子
ど

も
た

ち
の

水
遊

び
に

利
用

で
き

る
。

・
広

場
は

手
入

れ
さ

れ
て

い
る

。

○
上

小
鴨

水
辺

の
楽

校
（

☆
☆

☆
☆

）
・

地
元

住
民

に
よ

っ
て

草
刈

が
実

施
さ

れ
て

お
り

、
安

全
で

よ
い

。
・

水
辺

ま
で

の
木

製
の

回
廊

や
飛

石
な

ど
の

魅
力

的
な

施
設

が
あ

る
。

○
大

瀬
水

辺
の

楽
校

（
☆

☆
☆

☆
）

・
豊

か
な

自
然

に
囲

ま
れ

た
広

場
で

生
き

物
が

多
く

、
水

も
き

れ
い

で
あ

る
。

・
ゴ

ミ
が

少
な

く
、

管
理

も
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

。

○
河

北
水

辺
の

楽
校

（
☆

☆
☆

☆
）

・
高

水
敷

が
広

く
、

サ
ッ

カ
ー

や
グ

ラ
ン

ド
ゴ

ル
フ

等
の

ス
ポ

ー
ツ

が
楽

し
め

る
。

・
広

場
へ

の
ス

ロ
ー

プ
や

解
散

も
整

備
さ

れ
て

お
り

、
散

策
に

利
用

で
き

る
。
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0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0
%

H
2
0

H
2
1

H
25

施
工

前
（

H
1

9
.1

0
撮

影
）

H
2

3
.9

出
水

後
（

H
2

4
撮

影
）

礫
河

原
の

推
移

施
工

後
（

H
2

1
.3

撮
影

）

現
在

（
H

2
6

.1
0

撮
影

）

基
本

分
類

基
本

細
分

類

沈
水

植
物

群
落

 
■

ｵ
ｵ

ｶ
ﾅ
ﾀﾞ

ﾓ
群

落

■
ｺｶ

ﾅ
ﾀﾞ

ﾓ
群

落

一
年

生
草

本
群

落
 

■
ﾐｿ

ﾞｿ
ﾊ

ﾞ群
落

■
ﾔ

ﾅ
ｷ

ﾞﾀ
ﾃ
ﾞ群

落

■
ｵ

ｵ
ｲ
ﾇ
ﾀﾃ

ﾞ-
ｵ

ｵ
ｸ
ｻ

ｷ
ﾋ
ﾞ群

落

■
ﾒ
ﾋ
ｼ
ﾊ

ﾞ-
ｴ
ﾉｺ

ﾛ
ｸ
ﾞｻ

群
落

■
ﾋ
ﾒ
ﾑ

ｶ
ｼ
ﾖ
ﾓ
ｷ

ﾞ-
ｵ

ｵ
ｱ
ﾚ
ﾁ
ﾉｷ

ﾞｸ
群

落

■
ｶ
ﾅ
ﾑ

ｸ
ﾞﾗ

群
落

■
ｵ

ﾗ
ﾝ
ﾀﾞ

ｶ
ﾞﾗ

ｼ
群

落

■
ｶ
ﾜ
ﾗ
ﾖ
ﾓ
ｷ

ﾞ-
ｶ
ﾜ
ﾗ
ﾊ

ﾊ
ｺ群

落

■
ﾖ
ﾓ
ｷ

ﾞ-
ﾒ
ﾄﾞ

ﾊ
ｷ

ﾞ群
落

■
ｶ
ﾗ
ﾑ

ｼ
群

落

■
ｾ
ｲ
ﾀｶ

ｱ
ﾜ
ﾀﾞ

ﾁ
ｿ
ｳ
群

落

単
子

葉
草

本
群

落
ヨ

シ
群

落
 

■
ﾖ
ｼ
群

落

ツ
ル

ヨ
シ

群
落

 
■

ﾂ
ﾙ

ﾖ
ｼ
群

落

オ
ギ

群
落

 
■

ｵ
ｷ

ﾞ群
落

そ
の

他
の

■
ﾋ
ﾒ
ｶ
ﾞﾏ

群
落

■
ｶ
ﾞﾏ

群
落

■
ﾐｸ

ﾘ群
落

■
ｾ
ﾘ-

ｸ
ｻ

ﾖ
ｼ
群

落

■
ｲ
群

落

■
ｽ

ｽ
ｷ

群
落

■
ﾁ
ｶ
ﾞﾔ

群
落

■
ｲ
ﾇ
ﾎ

ﾀﾙ
ｲ
群

落

ヤ
ナ

ギ
高

木
林

 
■

ｼ
ﾞｬ

ﾔ
ﾅ
ｷ

ﾞ-
ｱ
ｶ
ﾒ
ﾔ

ﾅ
ｷ

ﾞ群
落

そ
の

他
の

低
木

林
 

■
ﾒ
ﾀﾞ

ｹ
群

集

■
ﾈ

ｻ
ﾞｻ

群
落

■
ｸ
ｽ

ﾞ群
落

■
ﾉｲ

ﾊ
ﾞﾗ

群
落

■
ﾁ
ﾏ
ｷ

ｻ
ﾞｻ

群
落

落
葉

広
葉

樹
林

 
■

ﾇ
ﾙ

ﾃ
ﾞ-

ｱ
ｶ
ﾒ
ｶ
ﾞｼ

ﾜ
群

落

■
ｵ

ﾆ
ｸ
ﾞﾙ

ﾐ群
落

■
ｵ

ﾆ
ｸ
ﾞﾙ

ﾐ群
落

(低
木

林
)

植
林

地
（
竹

林
）
 

■
ﾊ

ﾁ
ｸ
群

落

人
工

草
地

 
■

人
工

草
地

人
工

構
造

物
 

■
ｺﾝ

ｸ
ﾘｰ

ﾄ構
造

物

自
然

裸
地

 
■

自
然

裸
地

開
放

水
面

■
開

放
水

面植
生

群
落

名

単
子

葉
草

本
群

落

多
年

生
広

葉
草

本
群

落

4
-
2

．
事

業
効

果
の

発
現

状
況

（
礫

河
原

の
再

生
）

・
小

鴨
川

で
の

環
境

整
備

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
結

果
、

平
成

23
年

9月
に

小
規

模
な

洪
水

（
小

鴨
川

約
45

0m
3/

s
計

画
高

水
流

量
1,

70
0m

3/
s

）
を

受
け

な
が

ら
も

、
水

際
の

礫
河

原
は

維
持

で
き

て
い

る
。

8
.2

k
～

9
.0

k
の

植
生

図
か

ら
面

積
割

合
を

計
測

セ
イ

タ
カ

ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

群
落

ツ
ル

ヨ
シ

群
落

オ
ギ

群
落

ク
ズ

群
落

自
然

裸
地

解
放

水
面

H
2
3
年

9
月

出
水

発
生

H
2
0
年

度
施

工

H
1
9
年

度
施

工
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ル
ー

ト
セ

ン
サ

ス
調

査

定
点

調
査

重
要

種
：

イ
カ

ル
チ

ド
リ

（
H

2
1

）

コ
チ

ド
リ

の
擬

傷
行

動
の

状
況

（
H

2
1

）

4
-
2

．
事

業
効

果
の

発
現

状
況

（
礫

河
原

の
再

生
）

・
平

成
21

年
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

に
お

い
て

、
礫

河
原

に
特

徴
的

な
イ

カ
ル

チ
ド

リ
、

砂
礫

地
に

特
徴

的
な

コ
チ

ド
リ

を
確

認
。

平
成

23
年

度
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

に
お

い
て

、
イ

カ
ル

チ
ド

リ
を

確
認

。
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

時
に

は
、

コ
チ

ド
リ

の
擬

傷
行

動
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

繁
殖

活
動

も
行

わ
れ

て
い

た
と

推
測

さ
れ

る
。
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・
天

神
川

流
域

会
議

で
は

、
地

域
住

民
、

関
係

機
関

が
連

携
し

た
水

辺
の

楽
校

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
清

掃
や

流
域

観
察

会
等

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
こ

の
よ

う
な

上
中

下
流

の
交

流
を

活
発

化
し

、
地

域
の

歴
史

・
文

化
を

活
か

し
た

特
色

あ
る

流
域

づ
く

り
の

た
め

の
活

動
内

容
と

そ
の

状
況

を
天

神
川

流
域

だ
よ

り
に

ま
と

め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

も
活

用
し

て
広

く
情

報
発

信
さ

れ
て

い
る

。
・

倉
吉

市
内

の
小

中
学

校
生

徒
会

と
地

域
の

方
と

協
力

し
、

天
神

川
の

河
原

等
に

菜
の

花
の

種
を

蒔
き

、
ゴ

ミ
の

少
な

い
、

皆
に

愛
さ

れ
る

倉
吉

の
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
す

る
た

め
に

平
成

21
年

度
よ

り
本

格
的

に
始

ま
っ

た
「

菜
の

花
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

に
よ

り
、

河
川

愛
護

の
啓

発
、

河
川

美
化

の
普

及
に

寄
与

し
て

い
る

。

4
-
3

．
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

天
神

川
流

域
会

議
（

H
2

2
.6

.2
4

)

菜
の

花
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
：

種
ま

き
の

様
子

（
H

2
5

.9
.2

4
倉

吉
大

橋
下

流
天

神
川

河
原

）

天
神

川
野

鳥
観

察
会

（
H

2
6

.2
.1

2
天

神
川

河
口

）

天
神

川
流

域
一

斉
清

掃
（

H
2

4
.7

.2
2

成
徳

地
区

）
菜

の
花

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

：
発

表
会

（
H

2
5

.1
2

.7
）

菜
の

花
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
：

開
花

し
た

菜
の

花
の

様
子

（
H

2
5

.4
倉

吉
大

橋
下

流
天

神
川

河
原

）
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C
V

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）

総
便

益
【

B
】

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C

】
の

算
定

総
費

用
【

C
】

（
1

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

（
2

）
便

益
の

計
測

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

◆
TC

M
（

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
法

）
の

場
合

⇒
利

用
頻

度
、

旅
行

費
用

の
需

要
曲

線
を

推
定

し
、

便
益

を
計

測
す

る
。

「
河

川
に

係
る

環
境

整
備

の
経

済
評

価
の

手
引

き
H

2
2

.3
」

に
基

づ
き

、
評

価
を

行
っ

た
。

◆
C

VM
（

仮
想

市
場

法
）

の
場

合
⇒

便
益

＝
支

払
意

思
額

（
W

TP
）

×
集

計
世

帯
数

×
評

価
期

間
（

事
業

完
成

後
50

年
間

）

【
水

辺
整

備
】

①
下

福
田

箇
所

（
高

城
水

辺
の

楽
校

）

②
大

鳥
居

箇
所

（
関

金
水

辺
の

楽
校

）
③

若
土

箇
所

（
上

小
鴨

水
辺

の
楽

校
）

④
大

塚
箇

所
⑤

大
江

箇
所

⑥
大

瀬
箇

所
（

大
瀬

水
辺

の
楽

校
）

⑦
上

井
箇

所
（

河
北

水
辺

の
楽

校
）

⑧
倉

吉
箇

所

【
自

然
再

生
】

⑨
小

鴨
川

環
境

整
備

T
C

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
の

調
査

）

調
査

範
囲

の
設

定
（

プ
レ

テ
ス

ト
）
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4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

（
3

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

T
C

M

水
辺

整
備

の
プ

レ
テ

ス
ト

の
範

囲
は

、
整

備
箇

所
の

自
治

体
及

び
概

ね
半

径
2

0
k
m

範
囲

で
隣

接
す

る
自

治
体

を
対

象
範

囲
と

し
て

実
施

。
そ

の
結

果
、

利
用

が
認

め
ら

れ
る

2
0

k
m

範
囲

内
で

T
C

M
の

本
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

○
プ

レ
テ

ス
ト

に
つ

い
て

（
⑧

倉
吉

箇
所

の
例

）

○
プ

レ
テ

ス
ト

実
施

方
法

：
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

実
施

期
間

：
平

成
2

6
年

7
月

1
6

日
（

水
）

～
2

8
日

（
月

）

有
効

回
答

数
１

３
５

全
回

収
数

有
効

回
答

数

旧
倉

吉
市

1
0

9
5

1
8

1
7

0
1

7

旧
関

金
町

1
0

3
4

2
2

8
1

0

旧
羽

合
町

1
0

9
5

1
4

1
4

0
1

4

旧
東

郷
町

1
0

6
4

1
1

1
0

3
1

3

旧
泊

村
1

0
2

8
9

8
2

1
0

1
0

7
4

1
1

1
0

2
1

2

旧
北

条
町

1
0

9
5

1
3

1
3

0
1

3

旧
大

栄
町

1
0

9
5

1
3

1
3

0
1

3

旧
東

伯
町

1
0

9
5

1
3

1
2

0
1

2

旧
赤

碕
町

1
0

7
0

1
4

1
1

0
1

1

鳥
取

市
旧

青
谷

町
1

0
5

5
7

7
3

1
0

北
栄

町

琴
浦

町

W
E

B
調

査
数

現
地

調
査

数
有

効
回

答
数

（
合

計
）

倉
吉

市

湯
梨

浜
町

三
朝

町新
旧

必
要

標
本

数
配

布
数

37
.6
 

17
.9
 

15
.1
 

4.
4 

010203040

0～
5k
m

5～
10
km

10
～
15
km

15
～
20
km

整
備

後
平

均
訪

問
回

数
（
回
/年

）

票
数

10
49

33
43

※
着

色
区

分
は

、
現

市
町

村
別
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ゾ
ー

ン
Ⅰ

：
5

k
m

未
満

ゾ
ー

ン
Ⅱ

：
5

～
1

0
k
m

ゾ
ー

ン
Ⅲ

：
1

0
～

2
0

k
m

ゾ
ー

ン
Ⅳ

：
2

0
k
m

～

事
業

箇
所

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

○
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

範
囲

（
⑧

倉
吉

箇
所

の
例

）

•
Ｔ

Ｃ
Ｍ

は
、

複
数

の
ゾ

ー
ン

に
区

分
し

て
旅

行
費

用
を

算
定

す
る

。

•
本

調
査

で
は

、
所

要
時

間
が

概
ね

同
じ

と
考

え
ら

れ
る

旧
市

町
単

位
に

ゾ
ー

ニ
ン

グ
し

て
、

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
を

算
定

す
る

。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

範
囲

は
、

利
用

者
の

居
住

す
る

範
囲

を
含

む
次

の
地

域
と

す
る

。

・
多

く
の

デ
ー

タ
数

を
確

保
す

る
た

め
に

、
発

地
点

調
査

（
居

住
地

に
ア

ン
ケ

ー
ト

）
と

す
る

。

★
ゾ

ー
ン

分
け

ゾ
ー

ン
1

倉
吉

市
倉

吉
市

1
.5

1
7

,0
7

4
～

5
k
m

三
朝

町
三

朝
町

6
.3

2
,3

8
5

北
栄

町
北

条
町

8
.5

2
,4

1
7

湯
梨

浜
町

羽
合

町
9

.3
2

,6
6

1

湯
梨

浜
町

東
郷

町
9

.9
1

,8
9

7

北
栄

町
大

栄
町

1
0

.3
2

,3
9

3

倉
吉

市
関

金
町

1
0

.4
1

,1
9

2

琴
浦

町
東

伯
町

1
5

.1
3

,4
7

5

湯
梨

浜
町

泊
村

1
8

.9
8

6
0

琴
浦

町
赤

碕
町

2
0

.9
2

,3
5

9

鳥
取

市
青

谷
町

2
5

.3
2

,2
3

0

3
8

,9
4

3
※

1
：

各
区

域
の

中
心

（
市

役
所

・
支

所
・

役
場

）
か

ら
事

業
箇

所
ま

で
の

道
路

距
離

※
2

：
Ｈ

2
2

国
勢

調
査

備
考

現
旧

距
離

(k
m

)※
1

合
計

ゾ
ー

ン
2

ゾ
ー

ン
３

ソ
ー

ン
4

世
帯

数
※

2

5
～

1
0

k
m

1
0

～
2

0
k
m

2
0

k
m

～

イ
メ

ー
ジ

図

（
3

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

T
C

M

【
利

用
実

態
を

踏
ま

え
て

ゾ
ー

ン
を

設
定

】
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10
0%

10
0%

10
0%

89
%

88
%

88
%

87
%

85
%

89
%

87
%

88
%

88
%

86
%

85
%

85
%

84
%

82
%

0%20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

0～
4k
m

0～
5k
m

0～
6k
m

0～
7k
m

0～
8k
m

0～
9k
m

0～
10
km

0～
11
km

0～
12
km

0～
13
km

0～
14
km

0～
15
km

0～
16
km

0～
17
km

0～
18
km

0～
19
km

0～
20
km

知
ら

な
か

っ
た

知
っ

て
い

た

1
9

11
19

24
24

31
39

55
70

75
80

83
85

86
88

10
4

票
数

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

（
3

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

C
V

M

○
プ

レ
テ

ス
ト

に
つ

い
て

（
⑨

小
鴨

川
環

境
整

備
）

○
プ

レ
テ

ス
ト

実
施

方
法

：
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

実
施

期
間

：
平

成
2

6
年

7
月

1
6

日
（

水
）

～
2

8
日

（
月

）

有
効

回
答

数
１

０
４

全
回

収
数

有
効

回
答

数

旧
倉

吉
市

1
0

1
1

0
1

6
1

0
0

1
0

旧
関

金
町

1
0

3
4

4
2

8
1

0

旧
羽

合
町

1
0

9
5

1
5

8
2

1
0

旧
東

郷
町

1
0

6
4

9
3

9
1

2

旧
泊

村
1

0
2

8
8

4
6

1
0

1
0

7
4

1
0

6
5

1
1

旧
北

条
町

1
0

1
0

0
1

5
6

4
1

0

旧
大

栄
町

1
0

1
0

8
1

6
5

5
1

0

旧
東

伯
町

1
0

1
1

0
1

6
1

0
0

1
0

旧
赤

碕
町

1
0

7
0

1
4

8
3

1
1

北
栄

町

琴
浦

町

W
E

B
調

査
数

現
地

調
査

数
有

効
回

答
数

（
合

計
）

倉
吉

市

湯
梨

浜
町

三
朝

町新
旧

必
要

標
本

数
配

布
数

水
辺

整
備

の
プ

レ
テ

ス
ト

の
範

囲
は

、
整

備
箇

所
の

自
治

体
及

び
概

ね
半

径
2

0
k
m

範
囲

で
隣

接
す

る
自

治
体

を
対

象
範

囲
と

し
て

実
施

。
そ

の
結

果
、

認
識

度
が

高
い

６
k
m

範
囲

内
で

C
V

M
の

本
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

認
知

度
（
整

備
箇

所
を

知
っ

て
い

た
）
は

、
6
km

圏
内

で
は

「
知

っ
て

い
た

」
が

1
0
0
％

を
占

め
て

い
る

。
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ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
を

下
記

の
と

お
り

設
定

。
■

【
水

辺
整

備
】

①
下

福
田

箇
所

（
高

城
水

辺
の

楽
校

）
T

C
Ｍ

調
査

範
囲

⇒
プ

レ
テ

ス
ト

で
、

概
ね

２
０

ｋ
ｍ

圏
に

お
い

て
、

利
用

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
本

調
査

は
事

業
箇

所
か

ら
２

０
ｋ

ｍ
の

範
囲

で
行

う
。

■
【

水
辺

整
備

】
②

大
鳥

居
箇

所
（

関
金

水
辺

の
楽

校
）

T
C

Ｍ
調

査
範

囲
⇒

プ
レ

テ
ス

ト
で

、
概

ね
２

０
ｋ

ｍ
圏

に
お

い
て

、
利

用
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

本
調

査
は

事
業

箇
所

か
ら

２
０

ｋ
ｍ

の
範

囲
で

行
う

。

（
3

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

T
C

M

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

27



ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
を

下
記

の
と

お
り

設
定

。
■

【
水

辺
整

備
】

③
若

土
箇

所
（

上
小

鴨
水

辺
の

楽
校

）
T

C
Ｍ

調
査

範
囲

⇒
プ

レ
テ

ス
ト

で
、

概
ね

２
０

ｋ
ｍ

圏
に

お
い

て
、

利
用

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
本

調
査

は
事

業
箇

所
か

ら
２

０
ｋ

ｍ
の

範
囲

で
行

う
。

■
【

水
辺

整
備

】
④

大
塚

箇
所

T
C

Ｍ
調

査
範

囲
⇒

プ
レ

テ
ス

ト
で

、
概

ね
２

０
ｋ

ｍ
圏

に
お

い
て

、
利

用
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

本
調

査
は

事
業

箇
所

か
ら

２
０

ｋ
ｍ

の
範

囲
で

行
う

。

（
3

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

T
C

M

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

28



ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
を

下
記

の
と

お
り

設
定

。
■

【
水

辺
整

備
】

⑤
大

江
箇

所
T

C
Ｍ

調
査

範
囲

⇒
プ

レ
テ

ス
ト

で
、

概
ね

２
０

ｋ
ｍ

圏
に

お
い

て
、

利
用

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
本

調
査

は
事

業
箇

所
か

ら
２

０
ｋ

ｍ
の

範
囲

で
行

う
。

■
【

水
辺

整
備

】
⑥

大
瀬

箇
所

（
大

瀬
水

辺
の

楽
校

）
T

C
Ｍ

調
査

範
囲

⇒
プ

レ
テ

ス
ト

で
、

概
ね

２
０

ｋ
ｍ

圏
に

お
い

て
、

利
用

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
本

調
査

は
事

業
箇

所
か

ら
２

０
ｋ

ｍ
の

範
囲

で
行

う
。

（
3

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

T
C

M

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）
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（
3

-
2

）
T

C
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
利

用
頻

度
、

旅
行

費
用

の
調

査
）

◆
利

用
頻

度
と

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
の

関
数

曲
線

を
用

い
て

、
ゾ

ー
ン

ご
と

に
仮

想
料

金
を

設
定

し
仮

想
料

金
ご

と
利

用
者

数
を

求
め

、
各

ゾ
ー

ン
の

総
和

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

値
に

よ
り

需
要

曲
線

（
需

要
関

数
）

を
推

計

【
水

辺
整

備
】

（
事

後
評

価
）

：
年

便
益

額
1

8
3

.8
百

万
円

①
残

存
価

値
の

設
定

事
業

完
成

後
5

0
年

経
過

時
点

で
の

事
業

箇
所

の
価

値
を

算
定

。

②
総

便
益

の
算

定
事

業
完

成
後

5
0

年
の

年
便

益
総

和
に

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

も
の

に
、

残
存

価
値

を
加

え
た

値
。

【
整

備
前

後
の

消
費

者
余

剰
（

単
年

度
便

益
）

を
算

定
】

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

仮
想

料
金

（
円

）

利
用

者
数

（
人

）

10
00 50

0 0
10

0
20

0

２
曲

線
間

の
部

分
(斜

線
面

積
）

が
便

益
（

消
費

者
余

剰
）

整
備

後

整
備

前

ゾ
ー

ン
関

係
市

町
村

利
用

頻
度

旅
行

費
用

年
便

益

（
回

/
年

）
（
円

）
（
百

万
円

）

整
備

前

1
倉

吉
市

（
旧

関
金

町
含

む
）

0
.0

4
1

3
5

0
.3

0

2
東

伯
郡

（
旧

大
栄

町
、

旧
東

伯
町

、
旧

三
朝

町
）

2
.0

3
1

4
1

3
東

伯
郡

（
旧

北
条

町
、

旧
東

郷
町

、
旧

赤
碕

町
）

0
.0

1
1

9
7

4
東

伯
郡

（
旧

羽
合

町
）

西
伯

郡
（
旧

中
山

町
）

0
.0

1
2

5
3

整
備

後

1
倉

吉
市

（
旧

関
金

町
含

む
）

0
.2

2
1

3
5

2
.7

5

2
東

伯
郡

（
旧

大
栄

町
、

旧
東

伯
町

、
旧

三
朝

町
）

2
.0

4
1

4
1

3
東

伯
郡

（
旧

北
条

町
、

旧
東

郷
町

、
旧

赤
碕

町
）

0
.0

5
1

9
7

4
東

伯
郡

（
旧

羽
合

町
）

西
伯

郡
（
旧

中
山

町
）

0
.0

3
2

5
3

利
用

実
態

を
踏

ま
え

て
ゾ

ー
ン

を
設

定
①

下
福

田
箇

所
の

例

①
下

福
田

箇
所

の
例

T
C

M
（

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
法

）

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
（

平
成

2
6

年
9

月
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

）
・

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
か

ら
利

用
者

の
来

訪
距

離
別

に
ゾ

ー
ン

を
設

定
。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

か
ら

各
ゾ

ー
ン

ご
と

に
交

通
手

段
別

の
利

用
頻

度
、

旅
行

費
用

（
ト

ラ
ベ

ル
コ

ス
ト

）
を

算
定

。
・

整
備

前
後

の
需

要
関

数
を

求
め

、
そ

の
差

分
を

年
便

益
（

消
費

者
余

剰
）

と
す

る
。

事
業

箇
所

配
布

数
回

収
数

回
収

率
有

効
回

答
数

有
効

回
答

率
事

業
箇

所
配

布
数

回
収

数
回

収
率

有
効

回
答

数
有

効
回

答
率

①
下

福
田

箇
所

郵
送

2
,0

0
0

6
6

0
3

3
％

5
4

3
8

2
％

⑤
大

江
箇

所
郵

送
2

,0
0

0
5

8
5

2
9

％
4

6
7

8
0

％

②
大

鳥
居

箇
所

郵
送

2
,0

0
0

8
7

6
4

4
％

7
3

5
8

4
％

⑥
大

瀬
箇

所
郵

送
2

,0
0

0
7

9
7

4
0

％
6

4
7

8
1

％

③
若

土
箇

所
郵

送
2

,0
0

0
8

4
0

4
2

％
7

0
6

8
4

％
⑦

上
井

箇
所

郵
送

2
,0

0
0

8
0

4
4

0
％

6
4

3
8

0
％

④
大

塚
箇

所
郵

送
2

,0
0

0
8

0
2

4
0

％
6

5
1

8
1

％
⑧

倉
吉

箇
所

郵
送

2
,0

0
0

5
9

5
3

0
％

4
3

5
7

3
％
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ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
を

下
記

の
と

お
り

設
定

。
■

【
水

辺
整

備
】

⑦
上

井
箇

所
（

河
北

水
辺

の
楽

校
）

T
C

Ｍ
調

査
範

囲
⇒

プ
レ

テ
ス

ト
で

、
概

ね
２

０
ｋ

ｍ
圏

に
お

い
て

、
利

用
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

本
調

査
は

事
業

箇
所

か
ら

２
０

ｋ
ｍ

の
範

囲
で

行
う

。
■

【
水

辺
整

備
】

⑧
倉

吉
箇

所
T

C
Ｍ

調
査

範
囲

⇒
プ

レ
テ

ス
ト

で
、

概
ね

２
０

ｋ
ｍ

圏
に

お
い

て
、

利
用

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
本

調
査

は
事

業
箇

所
か

ら
２

０
ｋ

ｍ
の

範
囲

で
行

う
。

（
3

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

T
C

M

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）
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ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
を

下
記

の
と

お
り

設
定

。
■

【
自

然
再

生
】

⑨
小

鴨
川

環
境

整
備

C
V

M
調

査
範

囲
⇒

プ
レ

テ
ス

ト
で

、
6

ｋ
ｍ

圏
に

お
い

て
、

河
川

の
認

識
度

に
差

が
み

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

本
調

査
は

事
業

箇
所

か
ら

6
ｋ

ｍ
の

範
囲

で
行

う
。

（
4

-
1

）
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

C
V

M

４
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）
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（
4

-
2

）
C

V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

C
V

M

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
（

平
成

2
6

年
9

月
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

）
・

当
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
効

果
を

提
示

し
、

整
備

を
行

う
た

め
の

支
払

い
意

思
額

（
W

T
P

）
を

問
う

。
・

得
ら

れ
た

有
効

回
答

か
ら

、
当

事
業

の
支

払
い

意
思

額
（

W
T

P
）

を
求

め
る

。
・

年
便

益
は

「
W

T
P

×
1

2
ヶ

月
×

受
益

世
帯

数
」

に
よ

り
算

定
。

事
業

を
実

施
し

た
場

合
と

実
施

し
な

い
場

合
の

効
果

を
提

示
し

、
毎

月
い

く
ら

支
払

っ
て

も
良

い
と

思
う

か
質

問
す

る

賛
成

率
(％

)
1
0
0

5
0 0

円
２

０
０

０
円

最
大

提
示

額
で

据
切

り

◆
賛

成
率

曲
線

（
平

面
形

関
数

）
を

推
定

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）
・

【
自

然
再

生
】

（
事

後
評

価
）

支
払

い
意

思
額

（
W

T
P

）
＝

3
4

9
円

/
月

/
世

帯
、

受
益

世
帯

数
1

0
,5

0
6

世
帯

年
便

益
4

4
.0

百
万

円
（

＝
3

4
9

円
/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
1

0
,5

0
6

世
帯

）

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

（
回

答
記

入
例

）

負
担

金
の

金
額

１
．

月
に

5
0

円
(年

間
6

0
0

円
)な

ら
ば

、
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

２
．

月
に

1
0

0
円

(年
間

1
,2

0
0

円
)な

ら
ば

、
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

３
．

月
に

2
0

0
円

(年
間

2
,4

0
0

円
)な

ら
ば

、
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

４
．

月
に

3
0

0
円

(年
間

3
,6

0
0

円
)な

ら
ば

、
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

５
．

月
に

5
0

0
円

(年
間

6
,0

0
0

円
)な

ら
ば

、
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

６
．

月
に

７
0

0
円

(年
間

８
,４

0
0

円
)な

ら
ば

、
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

７
．

月
に

1
,0

0
0

円
(年

間
1

2
,0

0
0

円
)な

ら
ば

、
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

８
．

月
に

1
,5

0
0

円
(年

間
1

8
,0

0
0

円
)な

ら
ば

、
１

．
賛

成
す

る
２

．
反

対
す

る

回
　

答
　

欄

配
布

数
回

収
数

回
収

率
有

効
回

答
数

有
効

回
答

率
抵

抗
回

答
数

無
効

回
答

数

⑨
小

鴨
川

環
境

整
備

郵
送

2
,0

0
0

8
3

5
4

2
％

4
6

9
5

6
％

1
9

2
1

7
4
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8
00

6
00

4
00

2
00

0

2
00

4
00

6
00

H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71

（
百

万
円

）
便

益
B

費
用

C
（
事

業
費

）
費

用
C

（
維

持
管

理
費

）
費

用
C

（
現

在
価

値
化

）
便

益
B

（
現

在
価

値
化

）

年
便

益

事
業

費

維
持

管
理

費

（
1,
08

1.
0）

86420

H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71

（
百

万
円

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）
費

用
C

（
現

在
価

値
化

）

維
持

管
理

費

（
8.
6）

（
5

）
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
の

算
出

方
法

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

事
業

費
、

維
持

管
理

費
に

つ
い

て
は

社
会

的
割

引
率

（
4

%
）

を
見

込
ん

だ
上

で
集

計

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

【
対

象
箇

所
】

①
～

⑨

項
目

全
体

事
業

便
益

（
B

1
）

7
,9

3
5

百
万

円

残
存

価
値

（
B

2
）

1
3

6
百

万
円

総
便

益
（

B
=
B

1
+
B

2
）

8
,0

7
2

百
万

円

建
設

費
（

C
1

）
1

,8
9

7
百

万
円

維
持

管
理

費
（

C
2

）
7

6
百

万
円

総
費

用
（

C
=
C

1
+
C

2
）

1
,9

7
3

百
万

円

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
4

.1

事
業

完
成

後
の

評
価

期
間

5
0

年
（

H
2

2
～

H
7

1
）

整
備

期
間

（
H

1
0

～
H

2
1

）

評
価

基
準

年
(H

2
6

)

維
持

管
理

費
拡

大

事
業

期
間

（
H

1
0

～
H

2
6

）
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◇
総

便
益

評
価

期
間

を
事

業
完

成
後

5
0

年
間

と
し

、
現

在
価

値
化

を
行

っ
た

。

（
※

）
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
も

の
に

残
存

価
値

を
加

え
た

値
。

◇
総

費
用

（
※

）
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
年

の
維

持
管

理
費

を
加

え
、

社
会

的
割

引
率

（
4

%
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

値
。

（
※

）
維

持
管

理
費

は
、

実
績

を
基

に
設

定
し

た
。

◇
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）

（
6

）
費

用
対

効
果

分
析

結
果

4
-
4

．
費

用
対

効
果

分
析

（
事

後
評

価
）

事
後

評
価

全
体

事
業

・
【

水
辺

整
備

】
6

,9
1

3
百

万
円

・
【

自
然

再
生

】
1

,1
5

9
百

万
円

・
【

全
体

】
8

,0
7

2
百

万
円

事
後

評
価

全
体

事
業

・
【

水
辺

整
備

】
1

,7
9

0
百

万
円

・
【

自
然

再
生

】
1

8
3

百
万

円

・
【

全
体

】
1

,9
7

3
百

万
円

事
後

評
価

全
体

事
業

・
【

水
辺

整
備

】
3

.9
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

・
【

自
然

再
生

】
6

.3
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

・
【

全
体

】
4

.1
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事
業

着
手

時
と

の
比

較
表4

-
4
.

事
業

着
手

時
と

の
比

較

事
項

事
業

着
手

時
今

回
事

後
評

価
備

考

（
H
1
7
再

評
価

）
（
H
2
6
事

後
評

価
）

事
業

諸
元

及
び

事
業

期
間

【
水

辺
整

備
】

（
Ｃ

Ｖ
Ｍ

）

①
下

福
田

箇
所

（
高

城
水

辺
の

楽
校

）
（

H
1
0
年

度
）

坂
路

、
管

理
用

通
路

、
河

道
整

正

②
大

鳥
居

箇
所

（
関

金
水

辺
の

楽
校

）
（

H
1
0
年

度
）

階
段

護
岸

、
坂

路
、

ワ
ン

ド

③
若

土
箇

所
（

上
小

鴨
水

辺
の

楽
校

）
（

H
1
2
年

度
）

緩
傾

斜
盛

土
、

階
段

護
岸

、
広

場
等

④
大

塚
箇

所
（

H
1
2
年

度
）

緩
傾

斜
盛

土
、

高
水

敷
整

正

⑤
大

江
箇

所
（

H
1
2
年

度
）

緩
傾

斜
盛

土
、

親
水

護
岸

、
坂

路
等

⑥
大

瀬
箇

所
（

大
瀬

水
辺

の
楽

校
）

（
H
1
0
～

H
1
4
年

度
）

階
段

護
岸

、
高

水
敷

整
正

、
階

段
、

坂
路

等

⑦
上

井
箇

所
（

河
北

水
辺

の
楽

校
）

（
H
1
5
～

H
1
6
年

度
）

散
策

路
、

坂
路

、
水

辺
ア

プ
ロ

ー
チ

施
設

等

⑧
倉

吉
箇

所
（

H
1
7
年

度
）

樹
木

等
伐

採
、

高
水

敷
整

正
、

散
策

路

【
水

辺
整

備
】

（
Ｔ

Ｃ
Ｍ

）

①
下

福
田

箇
所

（
高

城
水

辺
の

楽
校

）
（

H
1
0
年

度
）

坂
路

、
管

理
用

通
路

、
河

道
整

正

②
大

鳥
居

箇
所

（
関

金
水

辺
の

楽
校

）
（

H
1
0
年

度
）

階
段

護
岸

、
坂

路
、

ワ
ン

ド

③
若

土
箇

所
（

上
小

鴨
水

辺
の

楽
校

）
（

H
1
2
年

度
）

緩
傾

斜
盛

土
、

階
段

護
岸

、
広

場
等

④
大

塚
箇

所
（

H
1
2
年

度
）

緩
傾

斜
盛

土
、

高
水

敷
整

正

⑤
大

江
箇

所
（

H
1
2
年

度
）

緩
傾

斜
盛

土
、

親
水

護
岸

、
坂

路
等

⑥
大

瀬
箇

所
（

大
瀬

水
辺

の
楽

校
）

（
H
1
0
～

H
1
4
年

度
）

階
段

護
岸

、
高

水
敷

整
正

、
階

段
、

坂
路

等

⑦
上

井
箇

所
（

河
北

水
辺

の
楽

校
）

（
H
1
5
～

H
1
6
年

度
）

散
策

路
、

坂
路

、
水

辺
ア

プ
ロ

ー
チ

施
設

等

⑧
倉

吉
箇

所
（

H
1
7
年

度
）

樹
木

等
伐

採
、

高
水

敷
整

正
、

散
策

路

「
河

川
に

係
る

環
境

整
備

の
経

済
評

価
の

手
引

き
」

（
平

成
2
2
年

3
月

改
訂

）
等

に
よ

り
評

価
手

法
を

変
更

【
自

然
再

生
】

（
Ｃ

Ｖ
Ｍ

）

⑨
小

鴨
川

環
境

整
備

（
H
1
8
～

H
2
2
年

度
）

低
水

流
路

整
正

、
樹

木
等

伐
採

【
自

然
再

生
】

（
Ｃ

Ｖ
Ｍ

）

⑨
小

鴨
川

環
境

整
備

（
H
1
8
～

H
2
1
年

度
）

低
水

流
路

整
正

、
樹

木
等

伐
採

総
事

業
費

1
,2

9
0
百

万
円

1
,1

5
2
百

万
円

総
費

用
（
C
）

1
,3

8
4
百

万
円

1
,9

7
3
百

万
円

総
便

益
（
B
）

1
,8

0
7
百

万
円

8
,0

7
2
百

万
円

費
用

対
効

果
（
B
/
C
）

1
.3

4
.1
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4
-
５

．
今

後
の

対
応

方
針

（
案

）
事

後
評

価

・
全

体
事

業
費

…
約

1
2

億
円

・
事

業
期

間
…

1
7

年
間

（
平

成
1

0
年

度
～

2
6

年
度

）
・

費
用

対
効

果
…

B
／

C
＝

4
.1

【
水

辺
整

備
】

・
地

元
小

学
校

の
環

境
学

習
や

地
域

イ
ベ

ン
ト

等
に

よ
り

盛
ん

に
利

用
さ

れ
、

住
民

と
協

力
連

携
し

た
河

川
清

掃
等

に
よ

り
河

川
愛

護
の

啓
発

に
も

寄
与

し
て

い
る

。
ま

た
、

住
民

か
ら

良
好

な
施

設
と

し
て

評
価

さ
れ

た
り

、
住

民
の

活
動

が
表

彰
さ

れ
る

な
ど

事
業

効
果

が
発

現
。

【
自

然
再

生
】

・
樹

木
伐

採
に

よ
り

、
河

川
景

観
が

復
元

さ
れ

、
礫

河
原

の
再

生
に

よ
り

、
礫

河
原

特
有

の
鳥

類
の

生
息

等
が

確
認

さ
れ

事
業

効
果

が
発

現
。

②
事

業
の

効
果

の
発

現
状

況

③
事

業
実

施
に

よ
る

環
境

の
変

化

④
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
水

辺
整

備
に

つ
い

て
は

、
散

策
な

ど
の

日
常

利
用

の
他

、
環

境
学

習
や

イ
ベ

ン
ト

が
実

施
さ

れ
、

地
域

振
興

の
利

用
が

な
さ

れ
て

い
る

。
・

自
然

再
生

に
つ

い
て

は
、

礫
河

原
が

再
生

さ
れ

、
特

有
の

生
態

系
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

・
整

備
箇

所
で

は
、

住
民

、
自

治
体

も
連

携
し

た
除

草
、

清
掃

等
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
は

じ
め

、
上

中
下

流
の

交
流

を
活

発
化

し
、

地
域

の
歴

史
・

文
化

を
活

か
し

た
特

色
あ

る
流

域
づ

く
り

の
た

め
の

活
動

内
容

が
、

天
神

川
流

域
会

議
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
広

く
紹

介
さ

れ
て

い
る

。

①
費

用
対

効
果

分
析

の
算

定
基

礎
と

な
っ

た
要

因
（

費
用

、
施

設
利

用
状

況
、

事
業

期
間

等
）

の
変

化

⑤
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

⑥
改

善
措

置
の

必
要

性

⑦
同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
の

あ
り

方
ま

た
は

事
業

評
価

手
法

の
見

直
し

の
必

要
性

・
水

辺
整

備
の

各
事

業
箇

所
の

完
了

後
に

は
環

境
学

習
や

地
域

イ
ベ

ン
ト

等
に

活
用

さ
れ

、
自

然
再

生
の

事
業

箇
所

で
も

河
川

景
観

の
復

元
や

礫
河

原
の

再
生

、
礫

河
原

特
有

の
鳥

類
の

生
息

等
が

確
認

さ
れ

る
な

ど
事

業
効

果
が

発
現

し
て

お
り

、
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

は
な

い
も

の
と

判
断

さ
れ

る
。

・
当

初
想

定
し

た
事

業
効

果
が

発
現

さ
れ

、
今

後
も

多
く

の
人

々
に

様
々

な
活

動
で

利
用

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
と

と
も

に
、

住
民

や
自

治
体

も
連

携
し

た
清

掃
も

実
施

さ
れ

て
お

り
、

今
後

も
事

業
効

果
は

十
分

に
持

続
し

て
い

く
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

・
以

上
か

ら
、

改
善

措
置

の
必

要
は

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

・
当

該
事

業
に

関
わ

る
事

業
評

価
手

法
に

つ
い

て
は

妥
当

と
考

え
ら

れ
、

見
直

し
の

必
要

は
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

・
今

後
も

評
価

実
績

を
蓄

積
し

て
い

く
と

と
も

に
、

評
価

技
術

の
向

上
等

を
踏

ま
え

つ
つ

必
要

に
応

じ
て

改
善

を
図

っ
て

い
く

。
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※
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
ヵ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。

※
維

持
管

理
費

は
、

実
績

費
用

等
を

基
に

算
定

し
た

。

※
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
、

社
会

的
割

引
率

（
4

％
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

も
の

に
残

存
価

値
を

加
え

た
値

。

費
用

便
益

比
総

括
表

【
参

考
】

費
用

対
効

果
分

析

金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

事
後

評
価

事
業

全
体

水
辺

整
備

自
然

再
生

費
用

（
C

）
1

,9
7

3
1

,7
9

0
1

8
3

建
設

費
1

,8
9

7
1

,7
1

4
1

8
3

維
持

管
理

費
7

6
7

6
0

便
益

（
B
）

8
,0

7
2

6
,9

1
3

1
,1

5
9

便
益

7
,9

3
5

6
,7

8
5

1
,1

5
0

残
存

価
値

1
3

6
1

2
7

9

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
4

.1
3

.9
6

.3

天
神

川
水

系
環

境
整

備
事

業
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